
令和
４年度

予予

令和４年度予算

令
和
４
年
度
の
予
算
が
、
市

議
会
２
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
総
額

は
、
前
年
度
比
14
・
２
％
増
の
１

５
９
億
５
０
０
０
万
円
で
、
特
別

会
計
・
企
業
会
計
を
含
め
た
総
額

は
、
前
年
度
比
８
・
３
％
増
の
２

６
９
億
６
７
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

予
算
の
特
徴

　
令
和
４
年
度
の
予
算
は
、
本
市
に

お
い
て
最
も
重
視
す
べ
き
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
傾
向
の
改
善
を
図
る
た

め
、
「
し
ご
と
の
創
出
」
「
人
の
つ

な
が
り
・
縁
づ
く
り
」
「
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
「
健
康
寿
命

の
延
伸
」
を
重
点
項
目
に
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
整

備
な
ど
の
事
業
に
投
資
す
る
な
ど
、

「
第
２
次
江
田
島
市
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
「
協
働
と
交
流
で
創
り
だ
す

『
恵
み
多
き
島
』
え
た
じ
ま
」
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ

予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
予
算
は
、
新
た
な
社
会
の

姿
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
市
民
の
皆

様
の
日
常
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

取
組
を
、
堅
実
か
つ
着
実
に
実
施
す

る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
『
新
た
な

社
会
へ
の
変
容
と
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
づ
く
り
を
進
め
る
予
算
』
と
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
で
市
税
や

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
が
24
・
０
％
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
が
76
・

０
％
で
、
自
主
財
源
が
少
な
く
、

依
存
財
源
に
大
き
く
依
存
す
る
財

政
構
造
と
い
え
ま
す
。

　

歳
出
の
目
的
別
で
は
、
民
生
費

が
全
体
の
27
・
６
％
、
総
務
費
が

21
・
８
％
、
公
債
費
が
12
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が

44
・
１
％
と
高
く
、
投
資
的
経

費
が
16
・
２
％
、
そ
の
他
経
費
が

39
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
費

が
、
公
共
施
設
再
編
整
備
事
業
な

ど
の
増
加
に
よ
り
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
令
和
３
年
度
と

同
様
に
９
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
総
額
は
、
76
億
８
９
８
０
万
円

で
、
前
年
度
比
０
・
９
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊
施
設
事
業

特
別
会
計
、
交
通
船
事
業
特
別

会
計
で
、
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、

大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
２
会
計
で
す
。
収

益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
総
額

は
、
32
億
６
６
９
０
万
円
で
、
前

年
度
比
０
・
５
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

基
金
の
見
込

　

令
和
３
年
度
末
お
よ
び
令
和
４

年
度
末
の
基
金
現
在
高
見
込
は
、

８
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
度
で
は
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
財
源
調
整
の
た
め
、
６
億

８
０
０
０
万
円
の
繰
入
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

市
債
の
見
込

　

令
和
３
年
度
末
お
よ
び
令
和
４

年
度
末
の
市
債
現
在
高
見
込
は
、

８
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
で
は
、
借
入
額
が
元
金

償
還
額
を
上
回
る
た
め
、
残
高
が

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

【
令
和
４
年
度
の
取
り
組
み
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
見
舞
わ
れ
た
過
去
２
年
間
は
、

感
染
予
防
や
経
済
対
策
な
ど
、
状

況
に
応
じ
た
対
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種
の
ほ
か
、
施
設
の
感

染
予
防
を
行
う
と
と
も
に
、
補
正

問 財政課
☎（４３）１６２９

市税
24億1,987万円
(15.2%)

分担金及び負担金
3,276万円
(0.2%)

使用料及び手数料
1億8,891万円

(1.2%)
財産収入

　6,977万円
(0.4%)
寄附金

3,398万円
(0.2%)
繰入金

7億4,375万円
(4.7%)

繰越金
0.1万円
(0.0%)

諸収入
3億4，047万円

(2.1%)

地方交付税
65億1,600万円
(40.85%)

地方譲与税等
8億5,230万円
(5.3%)

国庫支出金
11億4,233万円
(7.2%)

県支出金
11億6,138万円
(7.3%)

市債
24億4,849万円
(15.4%)

自主財源38億2,950万円(24.0%)
依存財源121億2,050万円(76.0%)

歳入
159億
5,000万円

歳出
159億
5,000万円

総務費
34億7,193万円
（21.8%）

民生費
43億9,725万円
（27.6%）

衛生費
10億1,860万円
（6.4%）

労働費
1,249万円
（0.1%）

農林水産業費
8億4,317万円
（5.3%）

商工費
4億2,619万円
（2.7%）

土木費
9億7,643万円
（6.1%）

教育費
12億5,999万円
（7.9%）

災害復旧費
392万円
（0.0%）

公債費
19億9,386万円
（12.5%）

諸支出金
7億2,163万円
（4.5%）

予備費
2,500万円
（0.1%）

議会費
1億5,909万円
（1.0%）

消防費
6億4,045万円
（4.0%）

歳出
159億
5,000万円

人件費
34億3,542万円
（21.5%）

扶助費
16億237万円
（10.1%）

公債費
19億9,386万円
（12.5%）普通建設事業費

25億8,783万円
（16.2%)

災害復旧事業費
392万円
（0.0%）

物件費
22億4,643万円
（14.1%）

維持補修費
2億2,942万円
（1.5%）

補助費等
23億4,999万円
（14.7%）

積立金
1億487万円（0.7%）

投資及び出資金・貸付金
6,000万円
（0.4%）

繰出金
13億1,090万円
（8.2%）

予備費
2,500万円
（0.1%）

投資的経費25億9,175万円（16.2%）
義務的経費70億3,164万円（44.1%）

その他の経費63億2,661万円（39.7%）

予
算
の
編
成
に
よ
り
、
「
暮
ら
し

の
安
心
の
確
保
」
と
「
経
済
の
活

力
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

重
点
項
目

▼
し
ご
と
の
創
出

　

就
業
世
代
の
本
市
へ
の
定
着
や

誘
引
を
図
る
に
は
、
市
内
に
「
し

ご
と
」
を
産
み
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
「
新
た
な
し
ご
と
」
と
「
地
場
に

あ
る
し
ご
と
」
の
双
方
に
目
配
り
し
、

多
様
性
が
あ
り
、
魅
力
の
あ
る
「
し

ご
と
の
場
」
を
市
内
に
創
出
す
べ
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
人
の
つ
な
が
り
・
縁
づ
く
り

　

本
市
に
関
す
る
情
報
提
供
や
来

訪
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
と
縁
の
あ

る
人
の
創
出
・
確
保
、
そ
し
て
定

住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た

ち
が
、
郷
土
の
豊
か
さ
を
実
感
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
学
び
、
育

つ
こ
と
が
で
き
る
保
育
・
教
育
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

▼
健
康
寿
命
の
延
伸

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
、

豊
か
で
健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
４
つ
の
重
点
項

目
を
支
え
る
共
通
の
視
点
と
し
て
、

「
暮
ら
し
の
基
盤
整
備
」
「
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
基
盤
整
備

　

道
路
や
上
下
水
道
、
ご
み
処
理
、

公
共
交
通
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

や
、
い
ざ
と
い
う
時
の
暮
ら
し
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
、
地

域
に
お
け
る
暮
ら
し
の
充
実
な
ど
、

市
民
生
活
を
支
え
る
土
台
部
分
が

し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ
う
、
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
必
要
に
応
じ
て

活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
と

い
う
視
点
を
意
識
し
つ
つ
、
各
分
野

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳入一般会計歳出（目的別）一般会計歳出（性質別）

算算

令
和
４
年
度
予
算
書
は

市
民
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
た
な
社
会
へ
の
変
容
と

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
る
予
算
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